
有田焼商社 K IHARA が MAISON & OBJET PAR IS  出展 
佐藤可士和コラボレーションによる「DISS IM ILAR」新作を初披露 

株式会社キハラ（本社：佐賀県／代表取締役：木原長正）は、2018年1月、フ
ランス・パリで開催される国際見本市「メゾン・エ・オブジェ」に出展します。 
本出展は2014年より継続する「ARITA 400project」によるもので、5回目と
なる今年は、キハラを含む3事業者が共同出展。有田焼のリブランディングと販
路開拓を目指します。 
 
 
佐藤可士和 × KIHARA「DISSIMILAR」陶板作品 
 
2016年1月のメゾン・エ・オブジェに、ARITA 400projectのゲストクリエー
ターとして参加し、KIHARAとの初コラボモデルとなる大皿のアートピース
「DISSIMILAR」を発表した佐藤可士和氏。以降、角皿や豆皿、蕎麦猪口など、
食器シリーズとしても幅広く展開しており、今回は陶板による作品を発表いたし
ます。 
 
【コメント：佐藤可士和】 
伝統と革新、混沌と清寂、静と動、青と白、永遠と束の間、など、相反する要素
を内包するクリエイションによって、有田焼の持つ素晴らしい伝統と品質に、モ
ダンでダイナミックな感性を融合させました。 
陶板は、壁にかければ空間のポイントになり、そのスペースをアイコニックで象
徴的なデザインで演出できる一方、料理やお菓子などを美しくデイスプレイする
テーブルウエアとしても楽しめる、使い方の可能性が広がるものだと思います。
毎日の生活の中で楽しめるアートでありたいという思いで制作しています。 
 

www.e-kihara.co.jp 

▼MAISON & OBJET PARIS  
 
出展名｜ 
ARITA 400project 
・株式会社 キハラ 
・ARITA PORCELAIN LAB 
・深川製磁 株式会社 
 
会期｜ 
2018年1月19日-23日 
 
会場｜ 
PARIS NORD VILLEPINTE 
Hall 7 SCENES D'INTERIEUR GALLERY 
Stands: J2  
 
詳細｜ 
http://www.maison-objet.com/en/
paris/exhibitors/january-2018/
arita-400-project 
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株式会社キハラ  
 
有田・波佐見の伝統産業を未来へつなぐ 
 
キハラは、やきもの産地である佐賀県・有田に本社を構える陶磁器の商社です。 
有田焼・波佐見焼の商社として産地の強みを生かし「つなぐ」をテーマに、リテール事業、ホールセール事業、商品開発・
OEM事業の3つの事業を展開しています。シンガポールのデザインカルチャーを牽引するsupermamaとの取り組みや、パリで
開催される国際見本市メゾン・エ・オブジェで発表した佐藤可士和氏とのコラボレーション作品が注目を集めるなど、日本のや
きもの技術を世界に向けて発信しています。 

□本件に関する画像のお貸し出し、取材、撮影など、プレスに関するお問い合わせ 
　PR SUPPORT：浜野百合子（フリーランス）　yuriko@promoduction.jp 
 
KIHARA ARITA本店  佐賀県西松浦郡有田町赤坂丙2351-169  TEL 0955-43-2325 

Drawing image 



ARITA 400project 

「DISSIMILAR」（2016年） 

佐賀県による有田焼創業400年事業の一環として2014年に発足。世界最大級のインテリア＆デザイン国際見本市「メゾン・エ・オ
ブジェ」への出展を通じて、有田焼のリブランディングと欧州の市場開拓を目指すプロジェクト。2016年の三カ年計画終了後も、
参加事業者の中から毎年数社が出展しプロジェクトを継続しています。 
http://arita400project.jp/ja/ 

天草陶石を素材にした人研ぎテラゾーのレジカウンター / 2F 

www.e-kihara.co.jp □本件に関する画像のお貸し出し、取材、撮影など、プレスに関するお問い合わせ 
　PR SUPPORT：浜野百合子（フリーランス）　yuriko@promoduction.jp 
 
KIHARA ARITA本店  佐賀県西松浦郡有田町赤坂丙2351-169  TEL 0955-43-2325 

ARITA 400project KIHARA 展示（2016年） ARITA 400project 展示外観（2016年） 

DISSIMILAR / 佐藤可士和 × KIHARA 

伝統と革新、偶然と必然、静と動、混沌と清寂、永遠と束の間など、相反する要素の衝突を「DISSIMILAR」（＝対比）というコ
ンセプトに込めて表現。有田焼の染付に用いる顔料「呉須」を、太い「ダミ筆」にたっぷり含ませ、勢いよく振り下ろしスプラッ
シュさせる手法で、佐藤可士和氏自らが絵付けを施したシリーズ。一つとして同じものはない偶発的なデザインが希少性を高めて
います。 
http://e-kihara.co.jp/project/kashiwa_maison/ 

佐藤可士和 / クリエイティブディレクター 
 
1965年東京生まれ。多摩美術大学グラフィックデザイン科卒。株式会社博報堂を経て2000年独立。同年クリエイティブスタ
ジオ「サムライ」設立。ブランド戦略のトータルプロデューサーとして、コンセプトの構築からコミュニケーション計画の設計、
ビジュアル開発まで、強力なクリエイティビティによる一気通貫した仕事は、多方面より高い評価を得ています。 
http://kashiwasato.com/ 
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「DISSIMILAR / 豆皿」2,160円（税込） 「DISSIMILAR / 正角皿」16,200円（税込） 


